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1.以下の各1間に答えよ。
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③ 複素変数のべき関数 zα(zも αも複素数)を、zα =c'1°
gzと
定義する。′を計算せよ6

(b)単位円板上 lzl≦ 1で、関数 lsindの最本値はどこにあって、どんな値を取る
か。

(6)次の微分方程式の一般解を求めよ。
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実変数″を複素変数zに、右辺を(3+づ )θ
jι

に置き換えて特解を求めてみること。

2.次の各間に答えよ。

o数 列為 =争 子を複素平面上の点列とし
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示し、その収東、琴
散を判定
す
よ。

ン 贅        
ける極限を調べよ。ただしグ は zの共役複素数を表す。
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のz=0における連続性を調べよ。

3.自転する地球上の観測者から見た流体の運動を考える。″軸を東向きでν軸を北向き、z

軸を鉛直上向きにとり、流体粒子の速度の(z,ν ,Z)成分をそれぞれり,υ ,Ψ )とする。

o鉛直速度υが小さくて無視できるとする。このとき、流体粒子の運動方程式の″,ν
成分が次のように書けることを示せ。
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表す。

(D鳥 =乃 =0の |き、(%,7)についての上の連立微分方程式を解
いて流体粒子の運動

を説明せよ。 (ヒ ント:(1)+づ ×(2)を計算し、
y=鶴 +づυと置く。)  
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